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校長より～ 終業式によせて

10月13日（火）、1～3学年で遠足に行ってきました。1年生は日
御碕から出雲大社へ、2年生は足立美術館から安部榮四郎記念館へ
移動し紙すき体験、3年生は蒜山高原センターに行きました。天気
にも恵まれて楽しい1日を過ごし、学年・クラスの親睦を深めるこ
とができました。

今年の7月24日は東京オリンピックが開幕するはずでした。その前日の7月23日に、水泳の池江璃
花子さんが国立競技場でスピーチをしました。彼女は、前向きに頑張っていけることについて、次の
ように言いました。
「‥逆境からはい上がっていく時には、どうしても、希望の力が必要だということです。希望が遠く
に輝いているからこそ、どんなにつらくても、前を向いて頑張れる。私の場合、もう一度プールに戻
りたい、その一心でつらい治療を乗り越えることができました。」
前向きに頑張り続けることはそう簡単なことではありません。池江璃花子さんは、「もう一度プール
に戻りたい」という強い気持ちがありました。次のパリ・オリンピックに出場するという目標があり
ました。みなさんはどうでしょうか。みなさんにも遠くに輝く将来の夢があり、その夢を叶えるため
の目標、そしてその目標達成のための今日明日の計画があるのだろうと思います。すでに、進学・就
職、卒業といった具体的な目標がある人は、池江さんのように強い思いを持ち続け、頑張り続けま
しょう。まだ将来の目標が決まらないという人は、その手前の具体的な目標をこの冬休み中に考えて
ください。そして、あまり気負わずに何気なくやり始め、歯磨きやスマホの充電のように日常のルー
チンワークとして続けていくことをお勧めします。目標が決まらないから続けられないという人は
「続けること」を目標にしてみてください。
クラス担任として生徒面談をしているとき、「どうしたら数学ができるようになりますか」「数学

の勉強の仕方がわかりません」と言われることが何回もありました。私はこう答えていました。「問
題を解くことから始めよう。最善の勉強方法を探している時間がもったいない。まずは始めること、
すぐに結果が出なくても腐らずに続けること。自分にとって最善の勉強方法はその過程から生まれる。
つまり、質は量からしか生まれないのだよ」と。
職員室前の窓に「やり始める、やり続ける、成し遂げる」という紙を貼ってみなさんに呼びかけて

いますが、これは「最後まで粘り強くやり抜く力」を身に付けるために必要なことだと思っているか
らです。自分が今やらなければいけないこと、できそうな

こと、若しくはやりたいことは何かを考え、やり始めて
ください。そして夢を実現するという強い気持ちでやり
続ける人になりましょう。続けることで量的成果から質
的成果が得られ、池江璃花子さんのように成し遂げるこ
とができます。
みなさんが充実した冬休みを過ごすことを、そして新

型コロナが少しでも収束に向かい、新しい年が穏やかに
迎えられることを願っています。

生徒会による挨拶運動

遠
足
に
行
っ
て
き
ま
し
た

http://www.daito-h.ed.jp/


高校魅力化アンケートを実施しました

生徒会活動

12月1日(火）、生徒会の呼びかけで町内
清掃活動を行いました。生徒会と有志のメ
ンバーが、学校周辺のごみを拾ったり、
カーブミラーをきれいにしたりしました。
この活動は生徒会が地域に貢献しようと継
続的に取り組んでいるものです。

１月の予定

令和2年度オープンスクール 人権・同和教育ＨＲ

11月18日(水）、人権・同和教育のＨＲ
を実施しました。3年生は「結婚差別」に
ついて、1.2年生は「新型コロナウイルス
感染症から人権について考える」に取り組
みました。特に１・2年生は目の前にある
問題ということもあり、今自分ができるこ
とは何かを真剣に考えることができました。

11月8日(日）、オープンスクールを実施しまし
た。県内外から140名の中学3年生に参加して
いただきました。参加者は大東高生の高校生
活についてプレゼンを聞き、その後部活動見
学・体験を行いました。多くの方に参加して
いただきありがとうございました。

１月5日～6日 3年マーク演習
８日 始業式、課題テスト
９日～10日 3年マーク演習
13日～15日 3年学年末試験
14日 PTA選考委員会
16日～17日 大学入学共通テスト
18日 1･2年進研記述模試
19日 推薦入試（特別休業日）
20日 2年進研記述模試
22日 第3回英語検定（本校）
28日 漢字検定（本校）
30日 1･2年希望者模試

新学習指導要領では、「社会に開かれた教育課程」による子どもの「主体的・対話的で深い
学び」の実現を目指すこととされています。島根県では、昨年度から、全県立高校を対象に、
学習環境や教育活動による生徒の成長や大人のかかわり方などについて、現状を把握し、取組
の検証・改善を行うことを目的として高校や地域の学習環境に関するアンケート（高校魅力化
アンケート）を実施しています。今年度は30名の本校の教育活動に関わっていただいた地域の
方にアンケートに協力していただきました。以下にアンケートの主な結果を紹介します。この
結果に基づいて指導の振り返り、また次の目標設定などを本校職員は行いました。

〈大東高校の強みが見えたアンケート項目〉

・挑戦する人に対して、応援する雰囲気がある。
・自分が何かに挑戦しようと思ったとき、周り
は手を差し伸べてくれる

・活動、学習内容について生徒と話し合う
・ありのままの自分が尊重される雰囲気がある。

〈大東高校の課題が見えたアンケート項目〉
・友達の前で自分の意見を発表することが
得意だ。

・複雑な問題を順序立てて考えることが得
意だ。

・客観的な証拠に基づき考え、判断する科学
的視点から課題解決にあたることができる

・まだ世の中にない新しい技術やサービスを
生み出したい。

アンケートに協力いただきましたすべての方にお礼を申し上げます。また、今後も
引き続きましてご支援いただきますようよろしくお願いいたします。
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